
農
協
の
役
員
室
。
常
連
の
油
売
り

4

4

4

と

オ
ン
ベ

4

4

4

と
放
送
局

4

4

4

が
居
て
ゴ
ダ
グ
を

言
っ
て
い
る
。

油
売
り
「
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
み
て
い
る

と
、
ど
う
も
わ
か
ら
な
い
も
の
が
あ
る

ジ
ャ
」

オ
ン
ベ
「
ナ
ニ
や
」

油
売
り
「
た
と
え
ば
原
因
と
要
因
、
事

件
と
事
案
、
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
と
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
な
ど
よ
」

オ
ン
ベ
「
ウ
ー
ン
、
メ
シ
（
飯
）
の
上

に
カ
レ
ー
を
か
け
る
の
が
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
、
メ
シ
の
横
に
カ
レ
ー
を
置
く
の
が

ラ
イ
ス
カ
レ
ー
で
は
な
い
か
」

油
売
り
「
事
件
と
事
案
の
違
い
は
？
」

オ
ン
ベ
「
ウ
ー
ン
、
弁
護
士
た
ち
が
、

つ
か
い
わ
け
て
い
る
な
ー
」

油
売
り
「
国
会
内
の
自
民
党
と
公
明
党

の
違
い
は
？
」

オ
ン
ベ
「
ウ
ー
ン
、
自
民
党
内
の
公
明

会
派
の
よ
う
な
存
在
で
は
な
い
か
」

油
売
り
「
津
軽
衆
と
南
部
衆
の
違
い

は
？
」

放
送
局
「
有
っ
て
も
無
い
ふ
り
を
す
る

の
が
南
部
衆
、
無
く
て
も
有
る
ふ
り
を

す
る
の
が
津
軽
衆
だ
べ
」

オ
ン
ベ
「
レ
ー
ル
の
上
を
上
手
に
渡
る

の
が
南
部
衆
、
新
し
く
レ
ー
ル
を
敷
こ

う
と
す
る
の
が
津
軽
衆
か
」

油
売
り
「
忘
年
会
な
ど
で
、
最
後
に
勘

定
（
か
ん
じ
ょ
う
。
支
払
い
）
の
と
き

「
ワ
（
吾
）
サ
、
マ
ガ
セ
ロ
」
と
支
払

い
に
立
つ
の
が
津
軽
衆
、
便
所
へ
行
く

の
が
南
部
衆
だ
べ
？
」

放
送
局
「
民
謡よ

う

を
聴
い
て
も
、
津
軽
の

も
の
と
南
部
の
も
の
は
リ
ズ
ム
が
実
に

違
う
な
あ

ー
」

オ
ン
ベ
「
南
部
の
民
謡
は
ベ
ゴ
（
牛
）

で
物
を
運
搬
し
て
、
歩
き
な
が
ら
う
た
っ

た
も
の
だ
そ
う
だ
」

油
売
り
「
南
部
か
ら
は
斉
藤
又
四
郎
と

か
吉
幾
三
と
か
、
い
な
・
か
っ
ぺ
え
な

ど
は
出
な
い
な

ー
」

放
送
局
「
上
北
郡
は
？
」

オ
ン
ベ
「
あ
っ
こ
（
あ
そ
こ
）
は
会
津
、

秋
田
、
岩
手
か
ら
入
植
し
た
人
々
が
多

い
か
ら
合
衆
国
で
す
よ
」

油
売
り
「
と
こ
ろ
で
、
湯
口
の
人
と
下

湯
口
の
人
は
ど
う
違
う
か
」

オ
ン
ベ
「
ウ
ー
ン
」
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農
協
役
員
室
で
│
ネ
ズ
ミ
盗
聴
記

元
県
農
協
学
園
長

秋
田
義
信
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